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たくさんの寄付 

ありがとう 

ございます！！ 

 

 

・風呂田邦郎様 

・漆原由貴代様 ・柏木様    ・野間伸一様 

・甲賀祐慈様  ・富田有重様  ・石田公彦様 

・渡辺綾様   ・大石誠様   ・滝和子様 

・小林史紘様  ・山崎栞里様  ・新井神社様 

・木内建設様  ・馬渕商事様  ・いなば食品様 

・ライズ食品様  ・毎日新聞様  ・JA ふじ伊豆様 

・ほっともっと様  ・日本鏡餅組合様 

・全国シャンメリー協同組合様  ・野田塾様 

・有限会社エイ・アンド・エイ様 ・髙橋岳志様 

・サンタプロジェクト様    ・赤い羽根共同募金様 

・伊豆今井浜東急リゾート様  ・太田智様 

・パナソニック環境エンジニアリング様 

・プレイステーションタムラ伊東店様 

・伊東地区更生保護女性会様 

・MASAAKIs＆TOSHIAKIs 様 

・株式会社つながり様 

・タムラ総業様 

・東芝東静岡店様 

 

 

 

 寒さも和らぎ、温かくなってきてはいますが、まだ寒

暖差もあり日々体調管理には気を付けていきたいです。 

子どもたちは充実した冬休みを過ごすことができたと

思います。この１年、子どもの成長を感じることができ

嬉しく思います。河津桜が満開を迎え、通勤時に咲いて

いる桜を見ると春が近づいてきているなと実感します。 

  保育士  土屋 菜織 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもの最善の利益のため、子どもたち一人

ひとりが尊重され、心身ともに健やかに育成さ

れ、将来健全な社会の一員として自立できるよ

う支援を行う 

 

 

 

 

 

 

ワンダーラビット・クラブ   匂坂桂子様 

読み聞かせボランティア    きらめき様 

木工ボランティア       菱田夫妻様 

学習ボランティア       紀藤信哉様  

散髪ボランティア       野口伏美様 

伊石裕司様 

 コロナによる影響も落ち着きボランティアさんの

様々な活動で子どもたちに楽しいひと時を提供してい

ただいております。みなさまのご協力には大変感謝して

おります。 

 

 

 

 

 

帰省期間 

                

           ３月１９日～４月３日 

  ※帰園日は場合によって異なることがあります。 

帰省については児童相談所の許可のもと、各御家庭

へ連絡しておりますので、宜しくお願い致します。 

尚、予定されている帰省期間は、感染症の流行状況に

応じて変更する可能性がありますので、ご承知おきく

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

早咲きの桜が 2 月上旬から咲きはじめました。桜の

花を見ると春のおとずれを感じ、自然と笑みがこぼれ

ます。伊豆では早咲きの桜として河津桜や伊東小室桜

があります。「河津桜」は 1955 年河津町で発見されま

した。伊豆急行線「河津駅」を降りたところ、河津川

沿い 850本の桜を見ることができます。「伊東小室桜」、

こちらは川奈臨海学園の近くにある小室山に自生して

おり、1988 年に発見されました。伊東小室桜は伊東市

内のあちらこちらで見ることができます。そして静岡

市駿府城公園内でも見ることができます。河津桜の方

が濃いピンク色で、伊東小室桜はうすいピンク色の花

です。 

 

 

  

 

今年のお正月も、おせちの寄付を頂きました。重箱

の中には、伊達巻き、栗きんとん、紅白かまぼことい

った、おせちならではの食材がいっぱいに入っており、

子どもたちは自分好みの食材をお皿に取り分け、普段

味わえないおせちを堪能していました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 美しい花やきれいな景色を見ると人はほっとして笑

顔になることがあります。私は、子どもたちにも笑顔

でいてほしいと思います。安心や安らぎを感じさせて

あげたい。子どもたちは、日々の生活の中で悩むこと、

辛いこと、落ち込むこともあります。どうにもならず、

泣いてしまうこともあるでしょう。それでも笑顔で前

を向いてほしいと思います。 

「最後に笑う者が最もよく笑う」、「笑って損した者な

し」と言われます。あなたの笑顔は自分自身そして周

りの人を元気にさせる力を持っていることを子どもた

ちに伝えたいと思います。 

 

 

 

 

 

おせちに入っている食材に込められた意味を一つ一

つ教えていく中で、ある児童は、「これ苦手だけど、そ

ういう意味があるなら食べてみようかな」と苦手な食材

にも手を伸ばしている姿が印象的でした。おせちを通し

て食育が育まれていく光景に胸が打たれました。子ども

が好む食材ばかりではないかもしれませんが、食材一つ

一つに込められた意味を教えてあげる事で、食に興味を

持つきっかけとなります。日本文化を通して食育を育む。

とても大切な事だと実感したお正月となりました。 

   保育士  加藤 幸大 
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 クリスマスイブに、幼児低学年ユニットでは、みんな

で食事会をしました。子どもたちから、自分で何か作り

たいというリクエストがあり、一緒にピザ作りをするこ

とにしました。ピザといっても、幼児さんでも作りやす

いように餃子の皮を使ったかわいいサイズのピザです。 

子どもたちは餃子の皮にウインナーやコーンなど、自分

の好きな具を乗せていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 12 月 16 日、富士急ハイランドへ遊びに行きました。

着いた瞬間、子どもたちの目がキラキラと輝き出し、早

くアトラクションに乗りたいという気持ちが溢れていま

した。入園まで時間があった為、お土産コーナーへ。そ

れぞれ買い物を楽しみ、「友達にあげるんだ」と嬉しそう

に買ったものを見せてくれる子もいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

顔みたいに作る子や、山盛りにトッピングする子など、

それぞれの個性がありとても面白い出来栄えになりまし

た。自分で作ったピザとチキン、クリスマスケーキ、シ

ャンメリーと美味しいご馳走をお腹いっぱい食べました。

そしてこの日、子どもたちはサンタさんからのプレゼン

トを楽しみにしながら布団に入りました。 

保育士  山田 琴音 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いよいよ入園時間。新アトラクションの「ZOKKON」

高飛車や進撃の巨人 THE RIDE 等を、楽しんでいる途

中で雨が降ってきてしまいました。しかし、子どもたち

の止んで欲しいという気持ちが届いたのか、雨はしばら

くして止みました。帰りの車中では興奮が冷めず、思い

出話に花を咲かせ、また行きたいという声も聞こえ、こ

の日はとても充実した外出となりました。 

  保育士 上野 麗奈 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 冬休みに入り、全員参加でスキーに行きました。外出時

に全員が揃う事が滅多になかったので、子どもたちは前日

の夜から大興奮でした。スキー場に着くと真っ白な景色に

驚いていました。慣れない道具に不安そうな様子でしたが、

子どもたち同士で教え合い、少しずつ上達していきました。

1時間もしないうちに滑れるようになり職員に「見て見て」

と笑顔で声を掛けるかわいらしい姿が見られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 月のある日、ユニットの子どもたちと一緒にサン

トムーンへお出かけをしました。当日の朝は楽しみだ

ったためか、みんな早起きをしていました。 

  お昼過ぎにサントムーンへ到着すると、ポップコー

ンを食べながらそれぞれ好きな映画をみて、お買い物

や、ゲームセンターでプリクラを撮ったりして、はま

寿司で夕食を食べて帰ってきました。久しぶりのお寿

司にとても喜んでいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時間はあっという間に過ぎてしまい、もっとやりた

いと皆が口を揃えて話していました。帰りの車中では

スキーに夢中で気付かなかった体の疲れを感じ、夜に

はぐっすり。次の日には筋肉痛でうまく歩けない姿に

笑い合い、とても素敵な冬休みの思い出となりました。 

                保育士  小川 祐輝 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

帰ってきてから子どもたちに感想を聞いたところ「お

寿司が美味しかった」「映画の中でキャラクターがダン

スをしていたのが面白かった」「ゲームセンターでゲー

ムをしたのが楽しかった」など、それぞれ嬉しそうに教

えてくれました。子どもたちの喜んでいる顔を見ること

ができて充実した 1 日となりました。 

   保育士  菅野 こころ 

 

 

 

 

 

 

   おでかけ    


